
様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 (単位：千円)

○R2年度：　―

○R元年度：　―

― ― ― ― ― ―

主な財源 実施方法
R元年度 R2年度 令和元年度活動内容と令和2年度活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

県単等 ○R2年度：　奄美地域がホスト役で、やんばる及び西表
島小中学生が奄美を訪問、交流会を実施予定である。

予算事業名 ―

主な財源 ○R元年度：　やんばる地域がホスト役で奄美・徳之島・
西表島の小中学生を招き、交流会を実施予定であった
が、台風、コロナウィルスの影響で中止した。

県単等 委託 ― ― ― 6,460 8,384 6,979

２　取組の状況（Do）

予算事業名 奄美と琉球の世界自然遺産次世代継承交流事業

主な財源 実施方法
H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 令和元年度活動内容と令和2年度活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額

実施主体 県

 担当部課【連絡先】 環境部自然保護課 【098-866-2243】

　世界自然遺産推薦地の自然環境を守り続けるため、沖縄県及び鹿児島県の関係
12市町村の子ども達の自然環境の価値とその保全に対する認識を深めるととも
に、地域間の交流の活性化を図る。

H29 H30 R元 R2 R3

12市町村小中
学生交流

主な取組 奄美と琉球の世界自然遺産交流事業

対応する
主な課題

③歴史的・地理的特性により培われた沖縄の発展可能性は、諸外国・地域との交流と連携を深めながらともに発展していくという取組の中で特に発
揮されるものであり、観光・学術・文化・経済など様々な分野における国際交流や地域間交流を強化し、交流の架け橋となる人材の育成や人的ネッ
トワークの構築等により交流基盤としてのウチナーネットワークを強化・拡充することが必要不可欠である。

１　取組の概要（Plan）

取組内容 年度別計画

「主な取組」検証票

施策展開 4-(1)-ア 国際ネットワークの形成と多様な交流の推進
施 策 ②　観光交流、経済交流等の推進

施策の小項目名 ○学術・文化・地域間交流等の推進

奄美と沖縄の関係自治体の小中学生が交流し、世界自然遺産を次

世代へ継承する世界自然遺産こどもサミットを実施する。



様式１（主な取組）

活動概要

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

 (２)これまでの改善案の反映状況

令和元年度の取組改善案 反映状況

・鹿児島県との共同事業のため、両県にて事業継続に向けた協議及び予算措置調
整を図る。

・本事業対象地域（関係団体含む）が沖縄県4市町村、鹿児島県8市町村あり、両
県連携が必要のことから今後もより一層きめ細やかなフォロー体制を構築し、鹿
児島県側と定期的な意見交換を実施する。

・鹿児島県との共同事業のため、事業継続に向けた協議及び予算措置調整をは
かった。

・本事業対象地域と連携し、意見交換を開催した。

・台風及びコロナウィルスの影響から第１回目の世界自然遺産こどもサミットは
中止とした。

　台風19号及びコロナウイルスの影響によ
り、世界自然遺産こどもサミットは中止と
なった。
　自然環境の価値とその保全に対する認識を
深めるために令和２年度事業（奄美地域で徳
之島・西表島の小中学生を招いて交流する）
に向けて、12市町村から理解が得られ、実施
の方向で調整したことから概ね順調と考え
る。

活動指標名 ― R元年度

実績値

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 実績値(A) 計画値(B)
達成割合

A/B

― ― ― ― ― ―

活動指標名 ― R元年度

実績値

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 実績値(A) 計画値(B)

H30年度 実績値(A) 計画値(B)
達成割合

A/B

達成割合
A/B

― ― ― ― ― ―

活動指標名
奄美と琉球の世界自然遺産次世代継承交流事
業の世界自然遺産こどもサミット

R元年度 R元年度
決算見込
額合計

進捗状況

実績値

H27年度
　沖縄県及び鹿児島県は、関係12市町村の子
ども達が自然環境の価値とその保全に対する
認識を深め、地域間の交流の活性化を図るこ
とを目的として世界自然遺産こどもサミット
を毎年各地域持ち回り（やんばる・奄美・西
表島・徳之島）で実施する。

― ― ― 0 0 1 85.0%

8,384 概ね順調

H28年度 H29年度



様式１（主な取組）

４　取組の改善案（Action）

・鹿児島県との共同事業のため、両県にて事業継続に向けた協議及び予算措置調整をはかる。

・本事業対象地域（関係団体含む）が沖縄県４市町村、鹿児島県８市町村あり、両県連携が必要のことから今後もより一層きめ細やかなフォロー体制を構築し、鹿
児島県側と定期的な意見交換を実施する。

○内部要因 ○外部環境の変化

・令和２年度事業として、両県が一同に奄美地域で交流をはかるが、ホスト役と
して鹿児島県（奄美地域）が徳之島、やんばる地域、竹富町を受け入れるため、
運営体制等のきめ細やかなフォロー体制が必要である。

・鹿児島県との予算調整が必要である。

・鹿児島県（８市町村）との本事業に対する更なる連携強化が必要である。

(2)改善余地の検証（取組の効果の更なる向上の視点）

・鹿児島県との共同事業のため、両県にて事業継続に向けた協議及び予算措置が必要である。

・本事業対象地域（関係団体含む）が12市町村あるため、きめ細やかなフォロー体制が必要である。

３　取組の検証（Check）

(1)推進上の留意点（内部要因、外部環境の変化）


